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聖書に出てくる、聖霊ということばがある。父なる

神、子なる神、聖霊なる神という三位一体の神の第

三位格を指すことばであるが、別に、慰め主、助け

主などとも呼ばれる。ある英語の訳では、ザ・コンフ

ォーター（the comforter）となっている。 

この英語、コン（com）という接頭語は、「共に」と

いう意味、共同社会は、コミュニティというが、そうい

うイメージのあることばである。フォートは「戦う」とい

う意味。そういえば、フォートアラモ（アラモの要塞）

ということばもあった。 

だから、一般には、慰め主、助け主と訳されてい

るが、どうも訳としては弱いような気もする。本来、コ

ンフォーターが意味するのは、共に戦ってくださる

お方ということだろう。聖霊は、この世の社会に揉ま

れて傷ついた人々が教会にやってくると「ああ、かわ

いそうに」と頭をなでてくれる、そういうお方ではなく

て、もっと積極的に共に戦ってくださるお方である、

というわけだ。 

そういう意味では、共に戦うという視点には学ば

せられるように思う。私たちが人の力になるというの

は色々で、ある時は、人の話を聞いたり、慰めたり

力づけたりする、ということもある。しかしまた、何もで

きないけれども、ただ共にある、ということで助けにな

ることもあるだろう。さらには、積極的に何かを共に

して、苦難を一緒に戦っていくということもある。 

いずれにしても、人間というのは、自分がかわいく

て、自分が損になるようなことはしたくはないし、共

に戦うという心構えにはならないことがある。けれど

も、共に苦難を分かち合いながら何かを乗り越えた

という共有経験は大きい。単に人を助けたという以

上に、共に何かを乗り越えていく、そんな経験で、

私たちの人生を飾ってみるというのはどうだろうか。 

（HFI 代表 福井 誠） 
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